
シェアリングエコノミーに関する実証実験等

◆シェアリングエコノミーの普及に伴い発生する消費者問題を早期に発見・分析し、消費者が安
心して安全に利用できる環境整備につなげていくことが重要

※シェアリングエコノミー：個人等が保有する活用可能な資産等（スキルや時間等の無形のものを含む。）を、インターネット上のマッチン
グプラットフォームを介して他の個人等も利用可能とする経済活性化活動。

→超少子高齢化社会を迎えている我が国の諸課題（経済成長、地方創生・地域共助等）の解決に資することが期待されている。

阿波おどり期間の民泊について、
利用者・提供者を対象とした

アンケート調査等を実施【資料２－２】

民泊以外の分野の
シェアリングエコノミーについても
調査を実施【資料２－３、参考資料】

○徳島県等においてシェアリングエコノミーに関する実証実験を実施

○新未来創造研究会（仮称）の開催により、シェアリング
エコノミー等の新技術を将来の豊かな消費生活の実現
につなげる

【シェアリングエコノミーのイメージ】

将来の豊かな
消費生活像の
明確化

将来の消費生活を
豊かにする消費者行政
の在り方を検討

徳島県を中心とした
地域の有識者等を
交えた議論

プロジェクトの主な取組内容

プロジェクトの主な取組内容

31年度予算概算要求 16百万円
（30年度予算額16百万円）
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